
　フィルムセンターが「映画におけるデジタ

ル保存・活用に関する調査研究事業」に取り組

み、本事業が「BDCプロジェクト」として始動

したことは本誌第121号（2015年6月－7月号）

で既報の通りである。まず同号では、その活

動が以下4つの基本的な柱からなることを主

幹の岡島尚志が示した。
　①デジタル映画の保存・活用に関する調査研究

　②フィルム映画のデジタル保存・活用に関する

調査研究

　③諸外国におけるデジタル映画の保存に関す

る技術や法制度などに関する調査研究

　④映画のデジタル保存・活用を担う人材育成

　さらに同号においては、BDCプロジェクトにつ

いて、フィルムセンターの従来業務を踏まえ

た形で、2014年度の調査研究活動の報告とと

もに具体的活動の方向性を示した（「映画のデ

ジタル保存についての現状調査の必要性」）。

　今号では、プロジェクトのスタート1年半を

迎えるにあたり、これまでの取り

組みを以下の表にまとめた。と

同時に、今後このニューズレター

のTOPICS欄において、継続的に

BDCプロジェクトの活動を紹介し

ていくこととなった。第一回は、

2015年度の主な取り組みと、これ

までの経緯について報告する。

①2014年度から、「持続可能なデ

ジタルアーカイブシステム」の構

築に向け、国内フィルムアーカイ

ブや製作者団体への調査を継続

してきたが、その中で、映画、映

像関係者（コンテンツサイド）とICT

関係者（技術サイド）の間の情報

共有が重要であることが認識され

た。そこで2015年度においては、

前記関係者に有識者を加え、合

同会議を開催した。その結果、保

存に関して標準化や共通化が重

要であること、コスト負担のモデ

ルが無いこと、保存システムに関

する研究は、活用が中心で長期

保存に関する取り組みが少ないこ

と、単一の組織では長期保存の

検討は困難であることなどの課題

が浮き彫りになるとともに、課題

の共有化が行われた。

②フィルム作品は、各アーカイブ

で大切に保管されているが、今
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後、ますます上映環境は減少していくと予想

される一方、これらの貴重なコンテンツはデ

ジタル化により、桁違いに多くの人に開放する

ことができる。BDCプロジェクトにおいても、

戦前アニメーションフィルムのデジタル化、

存在が確認されている日本最古の二色式カラ

ー映画『千人針』（三枝源次郎監督、1937年）

のデジタル復元、映画ポスターのデジタル化

などに取り組んでいる。今後さらに、フィル

ム作品のデジタル化と公開、活用を推進した

いと考えているが、コストと品質、デジタル

化可能な量などを考慮した調査研究が必要

である。この点については今後、コレクショ

ンベースの事業プランを立てていかねばなら

ない。

③海外調査の結果では、ICT先進国であり、メ

ジャーの資金力を有するハリウッドでは、巨額

のインフラ投資がなされている。また、文化

資産保存への意識が高い欧州でも、西欧、北

（KO）

欧を中心に早くからデジタル化が進められてお

り、ウェブ公開も行われている。これらの実

例を参考に、保存・活用システムの実証的な

研究も開始した。各国の状況については今後

も学んでいかなければならないが、各国フィ

ルムアーカイブの調査からわかったことの一

つとして、各アーカイブでは、スキャンからデ

ジタルデータのハンドリングまでアーカイブ組

織内で行っていることが挙げられる。この点に

ついて、今後どこまでフィルムセンターが導

入するかは、検討課題となるであろう。

④今後の急速なデジタル化とその継続的な進

展に対応するためには、専門的な知識や技術

を有する人材の育成が最重要課題の一つであ

ることが指摘されている。そこで2015年度に

おいては、表に記載のようなセミナーを積極

的に実施した。今後も継続、あるいは新規テ

ーマについても検討していきたい。
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